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はじめに 

異方性磁場 Haは磁化容易軸または磁化困難軸から磁化がわすかずれた時に働く見かけの磁場を表し，強磁

性共鳴の式に用いられる．ここでは六方晶の結晶磁気異方性エネルギーGkの第3項Ku3まで扱いHaを求める． 

異方性磁場の導出 

磁化容易軸方向に異方性磁場 Haがありその軸を z軸とした時，磁化Msがずれる角度をとすると， 

MsHasinθ =∂Gk /∂θ                                              (1) 

と表すことができる[1]．c 面に磁化がある場合の異方性磁場を求めるには，Fig.1 のように c 軸を x 軸

方向とし，c面の軸を z軸に揃える．この場合，結晶磁気異方性エネルギーとその微分は， 
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となる．よって，異方性磁場は，(1)と(3)から，θ ≈0として 

Ha=−[(2Ku1/Ms) +(4Ku2/Ms)+(6Ku3/Ms)] cos2                    (4) 

である．よって，Ha は磁化の傾く方向の角度 によって変化する．強磁性共鳴

式に用いるには，=0と π/2 の時の値が必要であり，それらを求めると， 
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となる．  

得られた式を文献と比較検討する．太田は，文献[2]の表 5.2-1で，c面内では

Ha

=36K3/Isとしている．c面内には異方性はないので，式(6)のように Ha


=0であ

る．松井は，異方性磁場の式を Ha=(1/Ms) (∂2Ek/∂2)=0とし，c面での c軸方向

の Haを Ku2まで扱い−2Ku1/Ms−4Ku2/Msと求めている[3]．式(5)に相当するが，c面内の任意方向のHaの

値はこの式では求まらない．式(4)でなければならない．三俣は一軸異方性物質の異方性磁場として 

Ha=(2Ku/Ms2) n (Mn)としている[4]．Msと異方性軸方向の単位ベクトル nのなす角度として π/2を代入

すると，垂直面でHa=0となり，式(4)とは大きく異なる．この式は内部磁場とすべきである．また，能

勢と佐藤は，NxeとNyeを Kittelによる Effective demagnetizing factor として，Ha=(NxeMx, NyeMy, 0)

としている[5]．Haの方向は，z軸に揃えた容易軸（または困難軸）に印加する外部磁場方向なので， 

z軸成分のみである．Haが z軸に垂直な面にあるとするのは誤りである．これは，Equivalent fieldの

誤った解釈である．Haの角度変化を表す式(4)は，文献で知られていない． 
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arrangement. 
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